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石憧七重層塔（光巌寺）

松平基知画像（孝顕寺）
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大徳寺多宝塔に内蔵されている木彫六体の仏像

大徳寺多宝塔
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は
　
じ
め
　
に

　
本
年
度
新
規
指
定
文
化
財
と
し
で
、
十
三
件
を
指
定
し
、
そ
れ
を
特
集
号
第
四
集
と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
、
四
十
五
年
二
月
と
文
化
財
の
指
定
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
無
形
文
化
財
等
の
指
定
は
も
れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
四
十
八
年
九
月
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
み

定
で
は
、
四
件
の
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
を
い
た
し
ま
し
た
。
開
発
に
よ
っ
て
ま
の
あ
た
り
、
文
化
財
が
破
壊
さ
れ
て
い
く
現
状
に
あ
っ
て
、
無
形
文
化
財
も
生
身
の
人
が

伝
承
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
開
発
の
渦
に
巻
き
く
だ
か
れ
る
埋
蔵
文
化
財
と
同
様
、
人
の
死
に
よ
っ
て
無
形
文
化
財
も
急
速
な
沈
降
現
象
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
回
四
件
の
指
定
し
た
無
形
文
化
財
は
、
本
市
の
文
化
財
を
み
て
い
く
上
に
、
大
き
な
位
置
を
も
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
重
要
文
化
財
七
件
、
史
跡
二
件
、
重
要
無
形
文
化
財
四
件
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
指
定
の
陰
に
は
、
前
橋
市
文
化
財
調
査
員
の
方
々
の
緻
密
な
調
査
と
、
ご
尽
力
に
よ

り
こ
、
の
よ
う
に
多
く
の
指
定
を
み
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
前
橋
市
の
文
化
財
は
、
国
、
県
指
定
の
す
ぐ
れ
た
も
の
も
多
く
、
そ
れ
ら
は
前
橋
市
史
一
、
二
巻
な
ど
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
文
献

も
少
な
く
、
こ
の
第
四
集
の
報
告
書
が
、
各
方
面
で
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
な
お
、
最
近
文
化
財
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
昂
っ
て
お
り
ま
す
が
、
前
述
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
開
発
に
よ
り
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
問
題
や
、
生
活
の
近
代
化
に
よ
っ

て
、
民
俗
資
料
の
消
滅
な
ど
急
務
を
要
す
る
こ
と
も
多
い
わ
け
で
す
。
こ
の
報
告
書
が
こ
の
方
面
へ
の
、
ご
理
解
を
い
た
だ
廿
る
一
助
と
な
れ
ば
し
あ
わ
せ
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
昭
和
四
十
九
年
三
月

　
　
前
橋
市

社
会
教
育
課
長

教
育
委
員
会

富
　
　
　
沢

宏

＝
塗
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。前橋市文化財調査委員

松 回 徳 松

丸 山 知 良

松 島 栄・治

中 沢 右 吾

山 回 武 麿



　
　
無
形
文
化
財
野
良
犬
獅
子
舞

、
所
在
地
　
前
橋
市
清
野
町

、
所
有
者
　
前
橋
市
清
腎
町
三
一
一
の
三

　
　
　
　
　
野
良
犬
獅
子
舞
保
存
会
代
表
木
暮
梅
司

　
　
こ
の
獅
子
舞
は
「
関
白
竜
天
流
」
と
い
わ
れ
、
吉
岡
村
北
下
八
幡
宮
に
伝
承
さ

れ
た
も
の
が
♪
慶
長
年
間
に
現
在
の
清
野
町
に
移
入
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
清
野
町
で
は
毎
年
村
の
八
幡
神
社
の
秋
祭
り
、
九
月
十
九
日
に
こ
の
獅
子
舞
が

奉
納
さ
れ
る
。
こ
れ
を
舞
う
者
は
八
幡
神
社
の
氏
子
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
氏
子
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
ご
く
格
式
の
あ
る
獅
子

舞
で
一
般
の
村
人
の
参
加
は
出
来
な
か
っ
た
。
現
在
は
村
民
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
面
か
ら
み
て
も
、
野
良
犬
獅
子
舞
の
価
値
感
は
す
こ
ぶ
る

高
い
と
評
価
で
き
る
。

　
　
こ
の
獅
子
舞
は
三
匹
だ
ち
で
前
獅
子
、
中
獅
子
、
後
獅
子
と
呼
ぶ
。

舞
は
十
一
種
あ
り
、
宿
と
呼
ぶ
練
習
会
場
の
家
か
ら
八
幡
神
社
ま
で
、
そ
の
舞
が

間
断
な
く
続
け
ら
れ
て
い
く
。
舞
も
ご
く
乱
く
そ
し
て
ま
た
何
ん
と
も
い
え
ぬ
優

雅
さ
が
あ
る
。
県
内
多
く
の
獅
子
舞
が
あ
る
が
、
こ
の
野
良
犬
の
獅
子
舞
は
き
わ

だ
っ
た
す
ば
ら
し
さ
が
あ
る
。

一
、
獅
子
舞
の
構
成
人
員

一
、
由
来
と
特
徴

⑧⑦⑥⑤④③②①
流
元
師
匠
　
　
（
古
老
頭
）

笛
頭
笛
方
棒
使
い

天
狗
（
修
験
者
）

先
獅
子

中
獅
子

後
獅
子

一一一一二十一一
名名名名名名名名

　
⑨
万
灯
持
ち

「
⑩
　
氏
子
中

一
獅
子
舞
附
帯
物

⑥⑤④③②①

二
名
数
十
名

以
上
で
あ
る
が
、

司
氏
を
会
長
と
し
約
百
五
十
名
の
会
員
を
持
ち
、

民
総
力
を
尽
し
て
い
る
の
が
、

獅
子
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
三

ヵ
ン
カ
チ
（
鉄
製
小
棒
）
　
二
本

、
棒
使
い
（
木
製
棒
）
　
　
　
二
本

天
狗
面
　
　
　
　
　
　
　
　
一

天
狗
下
駄
　
　
　
　
　
　
　
一
足
（
一
本
歯
）

腰
太
鼓
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
こ
の
獅
子
舞
は
昭
和
四
十
八
年
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
木
暮
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
保
存
と
普
及
活
動
に
、
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
獅
子
の
価
値
と
同
様
す
ば
ら
し
さ
が
あ
る

　
　
重
要
無
形
文
化
財
総
社
神
社
太
々
神
楽

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
元
総
社
町
二
三
七
七

一
、
所
有
者
　
前
橋
市
元
総
社
町
字
屋
敷
二
三
七
七

　
　
　
　
　
　
代
表
　
内
田
門
太
夫

一
、
由
　
来

　
元
総
社
町
字
屋
敷
の
赤
石
祐
三
郎
氏
の
祖
先
が
、
平
中
清
か
ら
伝
承
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
由
来
の
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
古
文
書
等
は
、

か
っ
て
こ
の
神
楽
を
伝
え
た
渋
川
市
石
原
（
庚
申
様
）
　
へ
も
っ
て
行
き
、
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
　
こ
の
神
楽
は
字
屋
敷
の
赤
石
久
米
宅
を
中
心
に
行
な
い
、
赤
石
を
名
乗
る
赤
石

　
一
家
だ
け
で
支
え
て
き
た
が
、
戦
後
赤
石
一
家
だ
け
で
は
守
り
き
れ
ず
、
元
総
社

町
全
体
か
ら
有
志
青
年
に
よ
っ
て
、
現
在
は
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
楽
の
総

社
神
社
の
祭
典
に
ち
な
ん
で
行
な
わ
れ
、
例
年
一
月
十
五
日
、
三
月
十
五
日
と
二

回
奉
納
す
る
。

一
、
楽
　
器

　　一　1一



　
笛
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

　
大
胴
　
ー
　
　
．
　
　
一

　
締
太
鼓
　
　
　
　
　
　
一

一
、
座
　
数

　
古
く
は
三
十
八
座
舞
っ
た
と
い
う
か
ら
、
格
式
あ
る
す
ば
ら
し
い
神
楽
で
あ
っ

た
も
の
で
あ
る
。
元
文
元
年
頃
書
い
た
と
い
う
古
文
書
を
み
る
と
、
　
「
湯
立
て
」
、

や
「
巫
女
舞
」
な
ど
も
座
数
に
あ
り
、
赤
城
神
社
神
楽
や
、
、
榛
名
神
社
神
楽
に
次

ぐ
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
う
か
が
え
る
。
現
在
は
十
六
座
だ
け
伝
承
し
て

　
い
る
Q

①
　
奉
幣
の
舞

②
　
翁
の
舞

③
　
伊
弊
諾
命

　
　
伊
舞
丹
命

④
　
猿
田
彦
命

⑤
　
天
の
岩
戸

　
　
　
・
巫
女
の
命

　
　
　
・
大
助
玉
命

　
　
　
・
三
法
の
舞

　
　
　
・
大
神
三
法
と
以
て
舞

⑥
　
柄
拘
水
上
の
舞

⑦
　
片
鉾
の
舞

⑧
　
一
本
刀
の
舞

　
　
　
田
造
の
舞
　
　
‘

⑨
　
角
子
の
舞

⑬⑫⑪⑩

八
幡
太
郎
の
舞

扇
子
の
舞

‘
受
持
の
命

稲
荷
、
種
子
蒔
舞

⑯⑮⑭以
上
で
あ
る
が
、

原
町
の
庚
申
様
、

演
奉
は
近
郷
近
在
の
町
村
を
は
じ
め
、

神
社
等
に
、

も
総
締
的
位
置
を
も
つ
、

両
刀
の
舞

金
山
彦
の
命

大
蛇
退
治

・
稲
田
姫
、
榊
を
持
っ
て
舞

・
宝
鋳
渡
し
の
舞

・
大
蛇
の
舞

・
神
刀
を
以
っ
て
大
蛇
退
治
舞

・
稲
田
姫
と
宝
鋳
取
替
大
蛇
追
入
舞

・
稲
田
姫
宝
鋳
を
以
っ
て
舞

　
　
　
　
　
総
社
神
社
神
楽
は
、
前
橋
市
新
田
町
の
雷
田
神
社
、
渋
川
市
石

　
　
　
　
　
前
橋
市
東
片
貝
町
、
片
貝
神
社
へ
伝
承
し
て
い
る
。
ま
た
奉
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
で
億
青
梨
町
淡
島
神
社
、
東
の
八
幡

　
　
　
春
、
秋
の
祭
典
に
ち
な
ん
で
奉
納
舞
を
行
な
い
、
本
県
神
楽
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ば
ら
し
い
神
楽
と
い
え
よ
う
。

　
　
重
要
無
形
文
化
財
片
貝
神
社
太
々
神
楽

、
所
在
地
　
前
橋
市
西
片
貝
町
一
四
六
〇

、
所
有
者
　
前
橋
市
西
片
貝
、
片
貝
神
社
内

　
　
　
　
　
　
代
表
　
長
沼
寿
郎
．

　
明
治
の
は
じ
め
、
総
社
神
社
よ
り
こ
の
神
楽
を
伝
え
た
と
い
う
。
教
え
る
者
は

群
馬
郡
か
ら
来
て
教
え
て
く
れ
た
と
い
う
。
片
貝
神
社
で
は
青
年
衆
が
受
け
継

ぎ
、
片
貝
に
生
れ
た
長
男
で
な
け
れ
ば
、
、
伝
承
す
る
資
格
を
得
な
か
っ
た
。
受
け

継
い
だ
者
は
、
五
年
間
神
楽
連
か
ら
抜
け
る
こ
と
と
を
せ
ず
、
そ
れ
を
一
代
と
い

　
っ
た
。
最
近
で
は
三
年
受
け
継
ぎ
、
次
代
に
伝
承
す
る
ぎ
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
神
楽
奉
納
は
、
一
月
十
三
日
と
四
月
十
三
日
に
行
な
う
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
の
・

練
習
は
、
祭
典
旧
よ
り
十
日
程
前
か
ら
、
夜
澗
玉
蔵
幌
で
行
な
っ
た
、
繰
習
敏
き

一
、
由
　
来

一
、
練
習
と
座
数
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り

び
し
く
、
師
匠
に
あ
た
る
者
が
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
た
く
さ
ん
入
れ
た
キ
ン
ピ
ラ
を

作
っ
て
お
ぎ
、
こ
れ
を
神
楽
連
の
若
者
に
食
べ
さ
せ
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
な
け
れ

ば
、
先
ず
神
楽
を
教
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
神
楽
連
（
舞
ふ
連
中
）
の
組
織

は
、
師
匠
と
新
ら
し
く
入
っ
た
者
を
、
新
参
者
と
呼
ん
だ
。
練
習
は
き
び
し
く
、

夜
ふ
け
頃
ま
で
行
な
っ
た
。

座
数
は
十
二
座
か
ら
で
き
て
い
る
が
、
現
在
は

　
一
、
ひ
ら
の
舞

　
一
、
キ
リ
ン
難
子

　
一
、
御
状
難
子

　
一
、
き
つ
ね
の
舞

　
一
、
扇
の
舞

　
一
、
天
狗
の
舞

　
一
、
お
ろ
ち
の
舞

　
　
　
の
七
座
を
奉
納
し
て
い
る
。

一
、
特
　
色

　
　
こ
の
神
楽
は
総
社
神
社
か
ら
伝
承
し
て
約
百
年
、
　
一
世
紀
に
亘
る
長
い
間
、
こ

の
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
正
し
く
伝
承
さ
れ
て
来
た
た
め
、
舞
や
演
奏
等
、
ほ
と

ん
ど
ぐ
ず
れ
て
お
ら
ず
」
格
式
あ
る
神
楽
と
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
が
す
ば
ら
し

い
。
特
に
笛
の
演
奏
は
す
ば
ら
し
く
、
笛
も
カ
エ
デ
の
木
で
作
っ
た
名
笛
も
あ

り
、
こ
の
笛
で
奏
す
る
と
一
里
（
四
キ
ロ
）
の
四
方
に
、
笛
の
音
が
と
ど
い
た
と
・

い
う
。
群
馬
県
の
一
部
と
栃
木
県
等
に
は
梅
製
の
笛
は
あ
る
が
、
カ
エ
デ
製
の
も

の
は
例
が
な
い
。

重
要
無
形
文
化
財
産
泰
神
社
太
々
神
楽

　
　
　
　
　
産
泰
神
社
内
へ
代
表
　
木
村

一
、
由
来
と
伝
承

、
所
在
地
　
前
橋
市
下
大
屋
町
五
六
九

、
所
有
者
　
前
橋
市
下
大
屋
町
五
六
九

庫
二

⑰⑯囎⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④⑧②①座 　
産
泰
神
社
古
記
録
は
、
小
田
原
、
北
条
氏
の
乱
に
焼
失
し
て
し
ま
い
、
太
々
神

楽
の
奉
納
額
に
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
Y
三
百
五
九
年
叫
む
の
が
あ
り
、
四
百

年
近
い
歴
史
の
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　
こ
の
神
楽
は
格
式
が
あ
っ
て
、
神
職
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
十

年
頃
か
ら
氏
子
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
神
楽
の
練
習
は
鯉
登
佐

作
（
慶
応
生
れ
）
氏
が
一
人
で
教
え
た
、
鯉
登
氏
は
教
え
る
者
が
一
人
で
な
い

と
、
神
楽
が
く
づ
れ
る
と
い
い
、
練
習
も
誠
に
き
び
し
か
っ
た
。
そ
の
頃
の
神
楽

の
練
習
は
三
月
十
八
日
か
ら
四
月
十
八
日
ま
で
一
か
月
、
大
正
期
に
入
っ
て
四
月

二
十
二
日
ま
で
、
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
四
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
ま
で
二
日
間

と
、
時
代
と
ど
も
に
練
習
過
程
も
短
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

、

数猿
田
彦
大
神
（
一
神
、
二
神
）

方
位
の
神
（
二
神
、
四
神
）
．

天
薄
女
命

手
力
男
の
命

天
の
小
屋
根
命
（
一
神
、
二
神
）

右
大
神
左
大
神

一
人
弓
矢

大
蛇
退
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
巳
　
一
一
一
毒

鬼
退
治

大
工
鍛
治
屋

打
出
し

中
入
住
吉
大
神

種
蒔
火
の
神
　
　
　
　
　
　
　
　
㌃

大
国
主
命
、
天
若
彦
命
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『
⑱
　
山
の
神

　
，
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
「
う
ら
」
座
と
称
し
て
適
ぎ
座
を
入
れ
て
舞
い
現

　
在
二
十
三
座
舞
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
こ
の
神
楽
の
分
布

　
　
産
泰
神
楽
を
伝
承
し
て
い
る
の
は
、
勢
多
郡
黒
保
根
村
田
沢
、
駒
形
、
後
閑
、

嶺
町
な
ど
、
大
正
年
間
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ま
た
産
泰
神
楽
は
近
郷
近
在
の
祭
り
に
、
奉
納
演
奏
に
出
て
お
り
、
佐
波
郡
上

植
木
、
伊
勢
崎
市
下
植
木
、
伊
勢
崎
市
名
和
、
前
橋
市
究
井
、
小
屋
原
、
山
王
な

ど
に
は
例
年
奉
納
し
、
こ
の
神
楽
の
す
ば
ら
し
さ
が
う
か
が
え
る
。

一
、
現
　
状

　
　
現
在
は
四
月
十
八
日
の
祭
典
日
に
奉
納
さ
れ
る
が
、
二
月
に
入
る
と
青
年
の
手

に
よ
っ
て
練
習
が
は
じ
め
ら
れ
、
そ
れ
も
古
老
の
き
び
し
い
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
下
大
屋
町
に
残
さ
れ
て
き
た
四
百
年
に
亘
る
神
楽
の
歴
史
を
、
保
存
す
べ
く

努
力
を
つ
づ
け
て
い
る
。

　
　
重
要
文
化
財
大
徳
寺
多
宝
塔

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
小
相
木
町
九
一
大
徳
寺
内

一
、
所
有
者
　
前
橋
市
小
相
木
町
九
一
　
上
原
　
泰
真

一
、
由
来
と
特
徴

　
群
馬
に
お
け
る
多
宝
塔
は
石
造
の
も
の
が
多
い
が
、
金
銅
製
の
も
の
は
少
な

く
、
こ
の
多
宝
塔
は
大
き
さ
全
長
百
四
十
セ
ン
チ
も
あ
り
他
に
類
が
な
い
で
あ
ろ

う
o

　
　
こ
の
多
宝
塔
は
、
古
市
町
生
れ
の
黒
崎
喜
平
次
が
、
近
江
の
国
か
ら
故
郷
に
送

　
っ
た
も
の
と
ざ
れ
て
い
る
。

　
　
黒
崎
喜
平
次
は
近
江
へ
奉
公
へ
行
ぎ
、
そ
の
後
商
人
と
な
っ
て
大
金
持
ち
に
な

り
、
彼
は
先
祖
に
金
を
送
る
の
に
、
仏
像
の
中
に
金
を
入
れ
て
送
れ
ば
、
関
所
を

藤
聲
毬
鍵
糞
糾
郵
う
と
奮
逸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
≦
．
一
し
　
耳

基
だ
け
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
「
正
徳
二
壬
辰
天
二
月
吉
日
」
の
紀
年
名

製
で
多
宝
塔
の
中
に
は
、
基
礎
の
部
分
の
中
κ
木
彫
り
の
仏
像
六
体
が
安
置
さ
れ

て
お
り
・
中
台
の
部
分
に
は
経
文
八
巻
が
納
め
与
れ
て
い
る
。
こ
の
経
文
に
つ
い

て
は
、
古
市
町
黒
崎
喜
平
次
く
江
戸
末
期
）
　
（
現
在
の
黒
崎
泉
氏
先
祖
）
が
長
い
，

年
月
を
か
け
て
書
き
、
こ
の
多
宝
塔
の
中
に
奉
納
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

重
要
文
化
財
東
福
寺
鰐
．
一
．
口

、
所
在
地
　
前
橋
市
三
河
町
一
丁
目
九
～
十
八

、
所
有
者
　
前
橋
市
三
河
町
一
丁
目
九
～
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
東
福
寺
　
白
石
　
賢
海
・

一
、
由
来

　
銘
文
に
よ
れ
ば
、
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
武
蔵
国
比
企
郡
延
益
郷
地
蔵
堂

の
住
僧
宗
慶
が
、
そ
の
地
蔵
堂
に
献
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の

当
時
の
こ
と
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
東
福
寺
で
は
、
鰐
口
を
境
内
の
地
蔵
堂
に
か

け
て
い
た
が
、
大
正
十
四
年
頃
、
市
立
図
書
館
長
の
桜
井
菊
次
郎
氏
の
指
摘
に
ょ

り
、
爾
来
寺
宝
と
し
て
蔵
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
こ
の
鰐
口
に
つ
い
て
は

①
　
明
治
十
九
年
赤
城
山
頂
の
小
沼
の
湖
底
か
ら
発
見
さ
れ
、
同
年
東
福
寺
に
寄

　
附
さ
れ
た
。

②
　
東
福
寺
に
寄
附
さ
れ
る
ま
で
、
赤
城
山
地
嶽
の
頂
上
に
あ
っ
た
。
、

⑧
　
今
か
ら
六
〇
〇
年
程
前
に
小
沼
か
ら
発
見
さ
れ
、
勢
多
郡
粕
川
村
膳
の
西
福

　
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
、
東
福
寺
で
地
蔵
堂
建
立
（
年
次
不
詳
）
の
際
贈
ら
れ

　
た
。
こ
れ
ら
の
諸
説
は
あ
る
が
、
住
職
の
白
石
賢
海
住
職
は
、
何
れ
も
何
等
根

　
　
拠
の
な
い
説
で
、
地
蔵
堂
の
功
徳
を
た
た
え
、
鰐
口
の
貴
重
さ
や
神
秘
性
を
語

　
　
る
た
め
に
、
’
何
時
の
頃
に
か
こ
の
よ
ケ
な
こ
と
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

一4一4
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轡

イ

　
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
確
か
に
白
石
住
職
の
ご
指
摘
の
通
り
、
．
こ
の
鰐
口
は
外
面
、
内
面
と
も
水
中

　
に
あ
っ
た
よ
う
な
腐
蝕
感
は
認
め
ら
れ
な
い
。
更
に
粕
川
村
の
西
福
寺
は
膳
で

　
な
く
深
津
で
、
膳
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。
結
局
鰐
口
の
銘
文
に
み
る
ほ
か
の

　
由
来
徴
証
は
不
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

一
、
特
　
徴

　
県
内
に
あ
る
紀
年
在
銘
の
鰐
口
は
僅
か
に
十
三
件
ほ
ど
で
、
そ
の
内
こ
の
鰐
口

は
県
内
室
町
時
代
の
も
の
と
し
て
は
最
古
で
あ
り
、
か
つ
形
も
よ
く
整
い
気
品
あ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
武
蔵
国
比
企
郡
に
お
い
て
「
延
益
郷
」
と
記
し
た
唯
一
の

資
料
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
市
の
金
工
資
料
と
し
て
は
、
極
め

て
少
な
い
の
で
、
よ
り
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。

　
　
重
要
文
化
財
酒
井
重
忠
画
像

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
大
手
町
三
丁
目
十
七
～
二
二

一
、
所
有
者
　
前
橋
市
大
手
町
三
丁
目
十
七
～
二
二

　
　
　
　
　
源
英
寺
内
（
代
表
　
遠
藤
良
範
）

一
、
特
　
徴

　
品
質
は
掛
軸
仕
立
で
紙
本
、
極
彩
色
で
日
本
画
で
あ
る
。
軸
の
長
さ
は
一
四
一

セ
ン
チ
メ
コ
ト
ル
、
幅
四
四
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
画
長
六
三
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
．

ト
ル
、
幅
三
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
桐
製
の
二
重
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
長
い

年
月
を
経
て
お
る
た
め
、
画
面
は
少
々
剥
落
が
あ
る
。
ま
た
軸
の
表
具
に
も
少
々

の
破
損
が
み
ら
れ
る
。
上
箱
に
は
酒
井
家
の
紋
章
が
あ
り
、
箱
に
は
僅
か
な
破
損

が
あ
る
。
年
代
は
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
、
由
　
来

　
源
英
寺
は
元
和
年
間
、
酒
井
重
忠
の
開
基
で
、
竜
海
院
の
末
寺
で
あ
る
が
、
同

寺
に
は
次
の
酒
井
重
忠
画
像
口
伝
書
と
酒
井
重
忠
像
由
来
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

　
っ
て
み
る
と
、
元
和
二
年
五
月
河
内
守
重
忠
の
自
筆
と
あ
り
、
ま
た
寛
政
九
年
の

　
こ
ろ
、
画
像
の
左
眼
が
既
に
明
ら
か
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
酒
井
重
忠
画
像
は
、
こ
の
源
英
寺
の
も
の
の
ほ
か
、
姫
路
市
姫
路
城
に
一
点
あ

り
、
札
こ
れ
を
比
較
す
る
と
、
画
像
の
鳥
帽
子
、
顔
、
衣
裳
の
紋
の
配
置
、
手
足
等

に
至
る
ま
で
源
英
寺
の
も
の
に
酷
似
し
て
い
る
が
、
色
彩
等
か
ら
み
る
と
、
源
英

寺
の
も
の
が
古
く
、
ぞ
の
筆
勢
に
些
か
稚
拙
の
点
が
あ
り
、
そ
の
点
が
却
っ
て
こ

の
画
に
一
種
の
重
み
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
も
貴
重
な
も
の
で

あ
る
。

　
　
重
要
文
化
財
松
平
藩
主
画
像
及
び
結
城
政
勝
画
像

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
朝
日
町
四
丁
目
二
九
－
二
四

一
、
所
有
者
　
前
橋
市
朝
日
町
四
丁
目
二
九
ー
二
四

　
　
　
　
　
　
　
孝
顕
寺
内
（
鈴
村
　
開
示
）

一
、
、
由
　
来

　
　
こ
れ
ら
の
画
像
は
、
孝
顕
寺
が
松
平
直
基
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
関
係
か
ら
す

べ
て
松
平
家
か
ら
同
寺
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
節
の
記
録
は
、
古
い
時
代

の
も
の
は
不
明
で
あ
る
が
、
安
政
六
年
十
一
月
三
日
松
平
藩
記
録
に
よ
る
と
、
同

田
直
温
両
画
像
ほ
か
二
点
（
大
応
院
ー
知
豊
、
隆
章
院
－
斉
省
、
何
れ
も
川
越
世

子
）
を
同
時
に
納
め
ら
れ
た
の
が
最
後
で
あ
為
。

一
、
特
　
徴

　
松
平
氏
画
像
は
色
彩
は
極
め
て
鮮
か
で
、
第
一
代
直
基
か
ら
第
八
代
斉
典
ま
で

完
全
で
あ
り
、
松
平
氏
関
係
の
も
の
は
他
都
市
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
面

か
ら
考
え
て
も
、
旧
前
橋
藩
主
松
平
氏
歴
代
の
画
像
と
し
て
珍
重
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。

一
、
画
像
名
（
物
件
名
）

　
①
松
平
直
基
画
像

　
②
松
平
直
矩
画
像

　
⑧
　
松
平
直
知
画
像

　
④
　
松
平
朋
知
画
像

　
⑤
松
平
朝
矩
画
像

一
、「5「



⑥
松
平
直
恒
画
像

⑦
松
平
直
温
画
像

⑧
松
平
斉
典
画
像

て
結
城
政
勝
画
像

掛
軸
仕
立
絹
本
で
出
き
て
い
る
。
軸
の
長
さ
は
一
五
四
セ
ン
チ
、
幅
四
八
セ
ン

チ
、
画
長
六
王
位
ン
チ
、
幅
三
五
五
セ
ン
チ
。
天
文
十
八
年
八
月
二
十
二
日
自
筆

自
讃
白
昼
大
震
動
長
と
あ
り
、
政
勝
は
松
平
直
基
の
曾
祖
父
結
城
政
勝
、

大
雲
藤

長
大
居
士
と
い
う
。

本
市
に
お
い
て
、

な
も
の
で
あ
る
。

松
平
藩
主
画
像
と
と
も
に
結
城
政
勝
画
像
は
す
こ
ぶ
る
貴
重

重
要
文
化
財
仁
治
の
板
碑

、
所
在
地

、
所
有
者

前
橋
市
小
島
田
町
字
大
門
跡
五
三

O

三

、

特

徴

高
き
一
二
四
師
、
幅
上
部
五
四
、

O
師
、
基
部
九
大
師
、
厚
さ
四
八

m
安
山
岩

で
で
き
て
い
る
。

正
面
は
少
々
長
方
形
尖
頭
卸
棋
駒
形
に
、深
さ
て

O
に
切
り
込
み
、
中
央
に
は

長
さ
四
五
仰
、
巾
三
三
問
、
深
さ
五
、
一
仰
の
舟
形
に
繰
込
み
こ
れ
を
背
後
と

し
て
高
さ
二
四
側
、
膝
張
二
一
仰
の
定
印
の
弥
陀
坐
像
を
半
肉
彫
と
す
る
。
下
部

に
は
縦
二
四
師
、
巾
五
一
間
位
に
角
の
文
字
を
も
っ
て
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
天
折
す
る
子
息
の
た
め
に
、
父
性
愛
の
発
露
と
し
て
、
造
立
せ
る
供
養
碑

で
板
碑
と
は
、
石
材
や
形
式
こ
そ
異
な
れ
、
同
一
範
噂
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
近
埼
玉
県
須
賀
市
で
発
見
さ
れ
た
嘉
禄
二
年
、
最
古
板
碑
に
造
像
の
形
式
が

非
常
に
よ
ぐ
似
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
仁
治
の
板
碑
を
み
て
い
く
上
に
ご
く

参
考
に
な
ろ
う
。

こ
の
仁
治
の
板
碑
は
、
鎌
倉
時
代
の
板
碑
の
原
型
を
も
つ
も
の
で
、

県
内
の
板

碑
と
し
て
は
最
古
歴
の
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

仁
治
板
碑
〈
供
養
碑
〉
銘
文

「
右
志
者
為
過

去
子
息
少
児

幽
霊
出
離
生

死
往
生
極
楽

詮
大
菩
提
也

仁
治
元
十
三
二
四

O
庚
子
)

二
月
十
七
日

橘

清

重

敬

白

重
要
文
化
財
阿
弥
陀
三
尊
画
像
板
碑

、
所
在
地

、
所
有
者

前
編
市
公
田
町
四
二

一
乗
明
院
内

前
橋
市
公
田
町
四
二
一

真

木

輿

仙

- 6一

三

、

由

来

前
橋
市
の
南
端
公
田
町
の
乗
明
院
は
、
南
に
総
門
、
濠
外
に
鐘
楼
門
そ
し
て
濠

内
に
は
中
門
を
設
け
て
あ
り
、
中
門
を
入
る
と
屈
折
参
道
の
突
き
あ
た
り
に
こ
の

板
碑
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
碑
は
基
礎
の
総
高
五
四
、
五
寸
(
一
六
五
セ
ン
チ
)

巾
上
部
灸
刻
下
で
十
二
寸
、
下
部
輪
廓
の
辺
で
十
二
、
八
寸
、
基
礎
面
で
十
一
、

二
寸
、
厚
さ
約
一
、
六
寸
。
頂
部
は
三
角
形
の
山
形
を
な
し
、
二
条
の
横
画
線
を

ほ
り
く
ぼ
め
た
普
通
の
板
碑
形
と
な
っ
て
い
る
。
横
薗
線
の
下
て

O
寸
左
右
側

端
か
ら
一
、

O
寸
巾
の
短
冊
形
の
輪
廓
を
施
し
、
上
部
阿
弥
陀
如
来
、
向
っ
て
右

下
に
観
音
菩
薩
、
左
下
に
勢
至
菩
薩
の
画
像
を
線
で
陰
刻
し
て
い
る
o

阿
弥
陀
如

来
、
二
菩
隆
は
品
字
形
に
位
置
し
て
、
蓮
華
台
上
に
い
ら
れ
る
。
菩
薩
の
蓮
華
台

の
下
放
に
花
瓶
一
対
を
置
き
両
方
と
も
三
個
の
花
を
つ
け
て
い
る
。
左
右
花
の
中

聞
に
紀
年
銘
が
一
行
に
刻
ん
で
あ
る
。

阿
弥
陀
如
来
は
立
像
、
蓮
台
は
渦
雪
に
乗
っ
て
い
る
。
正
面
向
き
で
少
し
う
つ



鵬

．
遡
『
．

む
き
、
頭
は
螺
髪
、
肉
髪
が
あ
る
。
左
手
は
肘
を
ま
げ
て
下
側
方
に
差
し
出
し
、

招
じ
る
如
く
に
掌
を
開
い
て
指
を
下
に
前
に
向
け
て
い
る
。
指
の
状
態
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
が
興
願
印
を
結
ん
で
い
る
ら
し
い
。
右
手
は
肘
を
屈
げ
て
前
方
に
出

し
、
掌
を
上
脾
の
高
さ
に
あ
げ
指
を
上
に
し
て
掌
を
前
に
向
け
る
。
こ
の
指
の
状

態
も
不
分
明
で
あ
る
が
施
無
畏
印
を
結
ん
で
い
る
ら
し
い
。
右
手
は
肘
を
屈
げ
て

前
方
に
出
し
、
掌
を
上
臆
の
高
さ
に
あ
げ
指
を
上
に
し
て
掌
を
前
に
向
け
る
。
こ

の
指
の
状
態
も
不
分
明
で
あ
る
が
施
無
畏
印
を
結
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
’
衣

は
条
畠
に
従
っ
て
垂
下
し
袖
広
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
二
重
の
円
光
を
多
数
の
放

射
光
を
負
っ
て
い
る
が
白
毫
光
は
明
か
で
な
い
。
観
音
像
は
中
腰
状
に
肩
か
ら
背

を
円
く
し
て
蓮
台
に
立
ち
、
両
手
で
蓮
台
を
高
さ
に
捧
げ
て
、
念
仏
一
路
浄
土
に

後
生
を
希
う
臨
終
の
人
を
迎
え
取
ろ
う
と
下
界
を
遙
か
に
眺
め
や
る
姿
態
に
あ

る
。
蓮
台
を
の
せ
た
過
雲
の
後
ろ
は
折
線
状
な
が
ら
左
後
の
上
に
た
な
び
い
て
い

る
。
勢
至
菩
薩
は
や
は
り
中
腰
状
で
背
を
円
く
し
、
観
音
菩
薩
同
様
に
右
下
方
に

向
っ
て
胸
の
高
さ
で
合
掌
し
て
い
る
。
蓮
台
の
下
は
渦
雲
で
あ
ろ
う
が
、
石
肌
の

摩
滅
が
ひ
ど
く
明
ら
か
で
な
い
。
花
瓶
の
瓶
は
細
首
で
下
ぶ
く
れ
に
な
っ
て
お

り
、
三
個
の
花
の
茎
が
僅
か
に
そ
れ
と
察
知
さ
れ
る
。
紀
年
銘
は
弘
□
口
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
っ
て
中
間
が
消
え
て
い
る
が
、
勢
多
郡
誌
の
調
査
者
に
弘
安
己
卯
年
四
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
読
ん
で
い
る
が
、
拓
影
に
も
、
，
旧
謝
し
の
斜
照
に
も
影
が
現
わ
れ
な
い
。
こ
の

他
に
造
主
の
旨
趣
と
か
真
言
と
か
人
名
の
有
無
に
つ
い
て
も
手
が
か
り
が
な
い
。

恐
ら
く
刻
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
石
は
緑
泥
片
岩
で
風
化
の
度
は
非
常
に
進

ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
こ
の
碑
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
寺
前
の
畑
か
ら
掘
り
出
さ
れ
て
発
見
し
た
と
い

う
莫
然
と
し
た
伝
承
で
明
ら
か
で
な
い
。
　
　
　
　
，

　
こ
の
種
来
迎
弥
陀
画
像
板
碑
で
、
県
下
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
三
尊
像
で
は

乾
元
二
年
万
場
町
板
碑
、
延
文
六
年
の
藤
岡
市
浅
見
作
兵
衛
旧
蔵
板
碑
（
現
在
不

明
）
応
安
六
年
桐
生
市
板
碑
（
亡
）
な
ど
、
阿
弥
陀
一
尊
の
で
は
、
文
永
八
年
の

中
之
条
町
林
昌
寺
板
碑
、
建
治
四
年
の
高
崎
市
山
名
町
石
井
家
石
碑
、
文
永
八
年

全
家
義
板
碑
、
正
慶
二
年
富
岡
市
原
板
碑
、
藤
岡
市
葵
御
廟
前
域
年
紀
不
詳
板
碑

な
ど
あ
る
が
、
三
尊
像
は
ほ
ん
の
僅
か
し
か
な
く
、
そ
れ
も
す
で
に
二
個
は
行
方

不
明
で
あ
る
沿
平
安
時
代
か
ら
の
阿
弥
陀
信
仰
が
、
次
第
に
地
方
に
波
及
し
、
時

宗
浄
土
宗
が
鎌
倉
時
代
勃
興
す
る
に
及
ん
で
、
地
方
に
一
層
阿
弥
陀
信
仰
、
念
仏

修
行
が
盛
行
し
た
。
県
内
に
梵
字
板
碑
に
キ
リ
ー
ク
と
サ
・
サ
ク
の
一
尊
な
い
し

三
尊
の
い
か
に
多
い
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
画
像

板
碑
は
稀
少
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
地
方
仏
教
文
化
史
上
に
占
む
る
価
値
は
高
い
．

　
以
上
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
は
貴
重
な
画
像
板
碑
は
、
風
雨
等
に
摩
滅
が
ひ
ど

く
肉
眼
で
も
ほ
と
ん
ど
判
明
で
き
な
い
状
態
で
、
こ
こ
に
か
か
げ
た
「
阿
弥
陀
三

尊
画
像
板
碑
概
測
図
」
故
矢
島
絆
氏
の
調
査
に
よ
る
も
の
が
、
貴
重
な
こ
の
板
碑

判
明
の
手
が
か
り
と
な
る
。

重
要
文
化
財
光
巌
寺
石
憧
七
重
層
塔

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
総
社
町
総
社
一
六
〇
七

一
、
所
有
者
　
前
橋
市
総
社
町
総
社
一
六
〇
七

　
　
　
　
　
光
巌
寺
内
（
代
表
）
田
中
　
耕
順

一
、
由
来

　
　
こ
の
層
塔
は
室
町
時
代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
、
か
っ
て
総
社
町
高
井
の
東
覚

寺
跡
に
あ
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
東
覚
寺
は
中
世
に
栄
え
た
寺
で
あ
ろ

う
。
通
称
ト
ウ
ノ
コ
シ
と
い
わ
れ
る
同
字
池
田
地
内
の
草
原
に
あ
っ
た
も
の
を
、

同
地
の
所
有
者
か
ら
光
巌
寺
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
ト
ゥ
ノ
コ
シ
（
塔
残

し
？
）
と
称
す
る
地
点
が
東
覚
寺
の
跡
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
明
治
十
年

調
製
の
町
村
誌
、
群
馬
郡
高
井
村
の
分
の
冷
泉
の
項
か
ら
み
る
と
、
こ
の
層
塔
は

明
治
十
年
に
は
現
在
位
置
に
移
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
、
層
塔
の
構
造

　
　
こ
の
層
塔
は
相
輪
、
七
層
、
塔
身
、
二
重
基
台
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
下
に

基
礎
が
あ
っ
て
、
下
の
基
台
は
低
く
上
部
に
反
花
座
あ
り
、
上
の
基
台
は
高
く
枢

座
と
な
っ
て
お
ヶ
、
上
部
に
や
は
り
反
花
座
を
伴
っ
て
い
る
。
権
座
は
三
区
に
わ

か
れ
、
正
面
の
中
央
に
格
狭
間
の
孔
と
香
炉
、
左
右
両
区
に
は
各
花
瓶
が
彫
っ
て
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あ
り
、
左
右
の
二
面
に
は
各
三
体
づ
っ
の
六
観
音
像
を
刻
し
、
そ
れ
ら
の
彫
刻
は

平
板
状
、
一
室
町
時
代
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
背
面
は
三
区
と
も
に
何
も
刻
し
て

は
な
い
。
塔
身
も
各
面
は
縦
割
り
の
三
区
に
な
っ
て
い
て
、
正
面
に
あ
た
る
面
は

四
角
な
孔
を
あ
け
、
そ
の
左
右
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
大
き
く
彫
っ
て
あ
る
。
塔

制

r
h

身
、
上
瑠
基
台
の
孔
は
寵
の
よ
う
な
造
り
で
あ
る
が
、
中
に
は
仏
像
は
見
え
な

こ
の
層
塔
は
安
山
岩
で
で
き
て
お
り
、
高
さ
四
一
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
こ

の
種
の
石
製
品
と
し
て
は
大
型
で
貴
重
な
文
化
財
と
さ
れ
る
。

史

跡

経

塚

古

墳

て
所
在
地

一
、
所
有
者

前
橋
市
東
善
町
経
塚
乙
七
三
七
番
地

広
瀬
川
右
岸
に
築
造
さ
れ
た
円
墳
で
面
積
約
三
三
三

d
で
原
型
を
よ
く
と
ど
め
て

い
る
。
本
古
墳
は
、
前
橋
南
部
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
滅
失
寸
前
に
あ
っ
た
が
、
昭

和
四
十
六
年
、
所
有
者
の
意
志
に
よ
り
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本

古
墳
は
直
径
三

O
仇
余
り
、
高
さ
三
、
二
相
川
、
未
発
掘
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
地
域

を
経
塚
と
い
い
、
古
墳
を
経
塚
と
し
て
活
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
重
田
氏
宅
の
先
祖

伝
来
の
墓
所
に
も
な
っ
て
お
り
、
中
世
以
降
民
間
信
仰
の
対
象
と
な
り
現
在
ま
で
保

存
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
周
濠
‘
は
認
め
が
た
い
が
、
約
一

O
飢
前
後
の
窪
地
が
確
認

で
き
る
葺
石
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
埴
輸
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
六
世

期
後
半
の
古
墳
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
古
墳
は
前
橋
市
最
南
部
に
位
置
し
、
古
墳
分
布
及
び
文
化
を
知
る
上
に
貴
重
で

あ
る
。

史

跡

オ

ブ

塚

古

墳

一
、
所
在
地

て

所
有
者

前
橋
市
勝
沢
町
四
二

O
番
地

一
、
外
部
形
式

封
土
の
形
式
は
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
前
方
部
を
西
北
に
向
け
て
、
そ
の
前
端

は
道
路
敷
の
た
め
削
り
と
ら
れ
て
い
る
。
現
状
は
全
長
約
三
十
五
メ
ー
ト
ル
、
巾

は
十
三
メ
ー
ト
ル
、
径
は
二
十
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
で
一
二
、
五
メ
ー
ト
ル
、
前
方

j

部
で
二
、
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
後
円
部
の
径
が
十
八
メ
ー
ト
ル
で
、
前
方
後
円

墳
と
し
て
は
頗
る
小
型
な
も
の
で
あ
る
。

一
、
内
部
構
造

内
部
は
横
穴
式
石
室
で
あ
る
、
全
長
五
、
五
メ
ー
ト
ル
、
入
口
の
巾
て
二
メ

ー
ト
ル
、
奥
壁
の
下
の
巾
て
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
石
室
内
部
の
長
さ
は
五
メ

ー
ト
ル
、
全
体
の
形
は
埼
形
を
な
し
て
い
て
、
高
さ
は
て
八
メ
ー
ト
ル
石
材
は

安
山
岩
の
自
然
石
を
も
ち
い
て
い
る
。

床
面
に
は
径
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
の
軽
石
が
一
面
に
敷
か
れ
て
お
り
、
そ

の
厚
さ
は
約
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
れ
は
黄
色
く
美
し
い
軽
石
で
あ
る
。

一
、
出
土
品

石
室
内
か
ら
は
人
骨
、
鉄
製
品
類
、
銅
製
品
類
、
土
器
類
が
あ
り
、
石
室
外
か

ら
は
土
器
類
、
埴
輪
類
が
出
土
さ
れ
た
。

副
葬
品
は
次
の
通
り

①

直

万

四

振

②

小

万

四

振

③

刀

子

一

個

④

鉄

鉱

五

O
個

@
鉄
製
品
(
使
途
不
明
)
一
個

⑥

耳

環

八

個

⑦

土

玉

一

個

⑧

須

恵

器

一

個

(
な
お
遺
物
に
つ
い
て
は
、
群
馬
大
学
図
書
館
資
料
室
に
あ
る
)

て
オ
ブ
塚
古
墳
の
特
徴
、
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麟

㍗
　
西
の
前
方
部
を
持
っ
た
前
方
後
円
墳
で
、
後
円
部
の
割
に
前
方
が
低
い
。

2
　
袖
無
型
の
横
穴
式
石
室
で
自
然
石
積
み
で
あ
る
。

3
　
大
直
刀
が
三
振
出
土
し
て
い
て
、
何
れ
も
窓
の
あ
る
鍔
を
も
っ
て
い
る
。
・

4
　
床
に
軽
石
の
転
石
が
敷
か
れ
て
い
る
。

5
　
埴
輪
円
筒
列
と
形
象
埴
輪
が
配
列
し
て
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
古
墳
時
代
の

　
後
期
の
は
じ
め
頃
の
も
の
で
、
だ
い
た
い
六
世
紀
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

あ
と
が
き

　
文
化
財
保
護
法
第
二
条
に
よ
る
文
化
財
の
定
義
で
は
、
，
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、

工
芸
品
、
書
籍
、
書
籍
、
古
文
書
、
考
古
資
料
を
有
形
の
文
化
財
と
い
い
、
演
劇
、

音
楽
、
工
芸
技
術
そ
の
他
の
無
形
の
文
化
的
所
産
を
無
形
文
化
財
と
し
て
い
る
。

ー
ま
た
衣
食
住
、
信
仰
、
年
中
行
事
に
関
す
る
風
俗
習
慣
、
ま
た
こ
れ
に
用
い
ら
れ

る
衣
服
、
器
具
、
家
屋
で
生
活
の
推
移
の
理
解
に
欠
く
こ
と
の
で
ぎ
な
い
も
の
を
民

俗
資
料
と
い
う
。

そ
れ
に
記
念
物
（
貝
づ
か
、
古
墳
、
城
跡
、
旧
宅
等
の
遣
跡
、
庭
園
、
動
物
、
植
物

地
質
鉱
物
等
）
を
加
え
て
四
種
類
に
分
類
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
我
が
国
に
と
っ

て
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
を
文
化
財
と
し
て
い
る
。
本
市
も
こ
の
保
護
法
を
受
け

て
昭
和
三
十
八
年
三
月
条
例
を
制
定
し
て
以
来
十
年
を
経
過
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
全

分
野
に
亘
っ
て
の
指
定
に
至
っ
て
い
な
い
。
文
化
財
調
査
委
員
の
献
身
的
な
調
査
活

動
、
意
見
具
申
に
よ
り
、
今
回
は
十
三
件
を
新
た
に
指
定
し
た
が
、
特
に
無
形
文
化

財
の
指
定
が
、
四
件
も
で
ぎ
た
こ
と
。
こ
れ
に
加
え
て
所
有
者
が
保
存
会
を
結
成
し

て
文
化
財
の
保
存
、
後
継
者
の
養
成
に
力
を
注
い
で
く
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
こ
と
に

「
市
民
の
文
化
遣
産
」
と
い
っ
た
保
護
思
想
の
将
来
を
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

十
一
月
十
七
日
に
実
施
し
た
民
俗
芸
能
発
表
大
会
も
、
こ
れ
ら
文
化
財
の
保
護
を
市

民
に
っ
た
え
る
に
効
果
あ
る
事
業
で
あ
っ
た
。
今
後
と
も
市
の
任
務
と
し
て
、
、
文
化

財
が
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
こ
と
を
認
識
し
へ
法
条
例
の
趣
旨
の

徹
底
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一9一

社
会
教
育
係
長
阿
久
津
宗
二

　
●
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指定文化財所在地及び管理者等一覧

国指定

#0.1 指、定物件名 所 在 地 管理者 | 住 所 電 言苦

1 I鉄造阿弥陀如来座像 端気町337(普勝寺〉
.‘ 

2 上野園山王廃寺塔心柱根巻石 |総社町雄官同〉 前 橋

3 土 イ同 |紅雲町

4 上野国分寺跡 |群前馬橋町市東元結国分社町 群馬町・(前橋市〉

51総社三子山古墳 総社町植野字
一子山368 11 

6 I天川二子山古墳 文京町三丁目29 11 

7)前二子山古墳 |東大室町二児山 11 

8 I中二子山古墳 |東大重町内堀 " 
9 後二子山古墳附小古墳 11 

101山王塔跡 |総社町総社2408 11 

111宝塔山古墳 グ 1606 |議厳寺
社町総社1607

121八幡山古墳 |朝倉町若宮l洲~ |前 橋

13 I蛇穴山古墳 総社町総社1587 | 
総社小前

11 

141岩神の飛石 昭和町三丁目29-11 |前稲橋荷市 神社 昭和町

(重要美術品〉

151四神付飾土器 |附市児文意'1 hセンター 前 橋 rfj 児童文化センター

161石製鴎尾残片一箇 総社町総社2408 |総社町総社

17 石製鴎尾一箇 か 2398 グ 2398

181襲障害五番色紙 1帆 千代田町三丁目 千代田町三丁目

191差縮議lk 1側 11 11 11 11 

20 I霊巧皇F?E紅葉和歌〕 11 11 11 11 

県指定

指定物件名 所 在 地 |管理者 住 所 電 話

21 I十一面観世音像 日輪寺町412 !日輪寺町仰

22 党 鐘 千妙安代寺田問r:=T目 千代田町三丁目

23 下長磯三番史人形 l下長磯町稲荷神社 l 
24 脇差(銘喜翁藤原直胤〉 |城東町一丁目1ト17 城東町一丁目11一17I 
251上野総社神社本殿一棟 元総社町2377 元総社町2377

26)短万(銘・源左衛門尉哩 1)千代田町三丁目15-10I 千代田町

27 1 万(銘備前左園噺長門錨尉玄借p，~国一口 )1 南町三丁目15-1 |南町三丁目15ー1
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28 脇差 (此桜襲誇之)一口|千代田町二丁目日 | |千代田町二丁目8-181

叶7J(銘巴絞印略事館)一口 // 5-5 // 

30 I短万α守東郡藤枝太郎英義造〕 石倉町316 |石倉町引

31 1なぎなた於東武英 // // // // 

321納曾利面 |二之宮町鵬 |二之宮町凶

33 万田遺愛碑 |総社町総社光1町厳寺境内 総社町総社1607

34 石田玄圭の墓 |総社町高井字桃木263 1 

351上泉郷倉附関係文書 |上泉町字宿1140

361前橋天神山古墳 |後閑町坊山 ~橋 市 |後閑町坊山

• 
市指定文化財

、宮

所 |電指定物件名 所 在 z由 管 理者 住 E苦

371文政四年天川原村分間絵図 |文京町二丁目21 !文京町二丁目21

381大徳寺総門 小相木町91 小相木町91
一

39 j廃覚動寺宝塔 |公国町乗明院 ，1公田町
40 1カロ ト山古墳石棺 中川小学校ニ校河庭町一丁目 中川小学校 三河町二丁目

一一
41 I典籍前橋藩主松平家記録 市立図喚問j←丁目|市立図書 | 
42 I書跡、豊臣秀吉和歌短冊 千何回町三丁妙目安寺内 1 千代田町三丁目

43 工芸品中啓伝狩野三楽筆 // // // // 

44 笠薬師塔裟 |問屋町稲荷神社境内 | 問屋町

45 前橋市藩主酒井氏歴代墓地 |倍町二丁目 |紅雲町二丁目

46 前橋市城車橋門跡 前 橋

47 上泉町新田塚古墳 上泉町新田塚2694 !上泉町新田塚2側 ! 
48 上泉獅子舞(市重〉 |諏訪神社境E

泉町1167 上泉町1167

49 1二之宮の式三番受付伝授書 赤城神社 一之宮町886 .1二之宮町邸

50 1総社神社太々神楽 |元総社町2377 |元総社町お

51 I野良犬獅子舞 清野町311の3 清野町311の3

E527|百産平泰神社太々神楽 |下大屋町569 下大屋町569

藩主画像及び 朝日町四丁(孝目願29""'寺2)4 | | 結城政勝画像 |l朝日町四丁目29-24

|大手町三丁目17- |大手町三丁(源目英17寺22〕

551東福寺鰐口 |三河町一丁目1ト |ニ耐ー了〔東目福19寺18〕 | 

561仁治の板碑 |小島田町四 |小島田町大門祉

571大徳寺の多宝塔 i小相木町91. ， . --.1 |小相木町91

日 |経塚古墳

59 1阿弥陀三尊画像板碑 |公田町421 |公田町位1
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61 I片貝神社太々神楽
621東覚寺層塔

印刷

発行

発行所

印刷所

|勝沢町409
了一一ー一一一一ー一
東片貝町1085

1総社町総社1607 総社町総社1607

文化財調査報告書第4集

昭和何年 3月 22日

昭和 49年 3 月 25日

前橋市千代田町一丁目 8-8

前橋市教育委員会事務局社会教育課

電話 32-6 5 3 8番

前橋市大手町三丁目 6-11

有限会社原田印制所

電話 31-2665番
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